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●終盤近くのもたつきから一抹の不
安はあったのですが、日本シリーズ
ではかっての猛打爆発は見られず、
星野さんの花道を飾ることができま
せんでした。でもいい夢を見させて
もらいましたが、まさか次の夢は１
８年後なんてことはないでしょう
ね。ＴＶに没頭してたから発行が遅
れたわけではありません。（サン) 
●或る資料によると不動産、電化製
品の購入など、日本の家庭内におけ
る重要な事項の決定権は夫６３％、
妻１３％、夫婦で決めるが２４％だ
そうです。米国では夫２１％、妻２
０％、夫婦５９％でこれだけを見る
限りまだまだ日本では男性優位が窺
えます。皆さんのご家庭での実権は
どなたですか。ことし神戸市で男女
共同参画社会づくり条例が施行。(TS）

編集後記  

滝山城趾と布引の歌碑 
生４-北 廣川 幾雄

 新神戸駅のすぐ裏に昔滝山城
という城があったことを知って
いても、実際に行ったことのあ
る人は少ないのではないだろう
か。この滝山城は、いつ誰か造
ったか明らかではないが、赤松
円心が１３３３年に挙兵した
時、布引の城に籠もったという
記録があることから、滝山城は
その時存在していたと言える。
室町時代末期あの有名な松永彈
正久秀がこの城の城主で、１５
５６年の名月の夜主君の三好長
慶を招いて連歌、猿楽の会を催
したという。 
 松永久秀は足利将軍義輝を殺
し、それが原因で三好と対立し
織田信長の配下に入るが、のち
信長に反逆しついに１５７７年
大和信貴山城で敗死、波瀾の一
生を送ったことから極悪人のよ
うに言われているが、能や茶道
を愛した風雅の人でもあった。 
 さて新神戸駅の裏手に入って
すぐ藤原定家卿の歌碑の脇の細
道を左に上って行く。小さい道
標なので見逃さないように。思
ったよりけわしい道なので、登
山靴とステッキは必要だし水筒
も持ったほうがよい。道はよく

整備されていて危険個所はない
が、なにしろけわしい。所々に
小さな平地があるのは曲輪のあ
とで、その数３０以上もあり守
るに固い城であったことがわか
る。馬も輿も通れない狭い険し
い道を松永久秀や三好長慶は歩
いたのだろうか。連歌師や能役
者もこの道を上ったのだろうか
と考える。どうやら城主の館は
いまの徳光院のあたりにあった
らしい。休み休み歩いて３０分
で本丸跡に到着。史蹟滝山城趾
の石碑が立っているだけで城ら
しいおもかげはない。松永久秀
のあと、この城も幾度かの攻防
があり、やがて織田信長の手中
に入り、花隈城とともに荒木村
重の支配する所となる。その後
村重が信長に謀叛したことか
ら、信長に攻められ、１５７９
年とうとう落城してしまう。そ
の時滝山城花隈城の石は一つ残
らす運び去られ、兵庫城築城の
材料に用いられたという。 
 松永久秀の孫にあたる江戸時
代の俳人、松永貞徳がのちにこ
の地を訪れ「夏草にあんまとら
せて苔の石」という一句を詠ん
でいる。 
 帰りは夢風船の鉄塔の下を左
に曲がり、「猿のかけ橋」を通っ
て川沿いに下ることにしよう。

雄滝のすぐ下に在原行平、業平
の歌碑がある。布引滝は平安時
代から、華厳滝、那智滝ととも
に三大神滝と呼ばれ、多くの貴
族や歌人がこの地を訪れ和歌を
詠んでいる。明治のはじめ花園
社という民間団体が布引滝に関
する名歌を撰び石碑３６基を建
てた。その後一部は散逸したが
近年中央区役所により復興され
つつある。以前は万葉仮名で読
めなかったが、現在は現代かな
で示したタイルの解説板が横に
並べてあるので楽に読めるよう
になった。 
 今から１０００年以上も前
に、都の要職にある貴族たちが
はるばる滝を見るために、ここ
までやって来たのかと思うと感
無量である。◆ 

▲１～８番の観音堂「メッケ！」 
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